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◆開館時間：９：００～１７：００（最終入館は１６：３０）
◆休 館 日：火曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　伯耆町立植田正治写真美術館　☎３９－８０００
　　　　　　　 メール　b i j y u t s u k a n@ h o u k i - t o w n . j p
　　　　　　　 ホームページ　http://www.japro.com/ueda/

と　き　7月12日（金）19：30～21：00
ところ　農村環境改善センター
テーマ　「男女共同参画をすすめるために」
講　師　よりん彩所長　大西　孝弘さん

　「人権」と構えずに、人との出逢いの場、身近なことを
学ぶ機会として、皆さんお誘い合わせのうえ、どうぞ気軽
にご参加ください。皆さんのお越しをお待ちしています。

ひまわりセミナー
伯耆町人権啓発講座

【問い合わせ先】 教育委員会事務局　人権政策室　☎６２－０７１３
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　今年2013年は、植田正治（1913‒2000）の生誕100年にあたります。その最初の展覧会が、“植田正治
の「実験精神」”です。「実験精神」は、植田の写真における好奇心、チャレンジ精神、遊び心を象徴する
言葉として、今回の展覧会キーワードとしています。
　植田は、10歳の頃、近所のお兄さんが自宅でプリント作業をするのを見て、写真の魅力に強く惹かれま
す。本格的に写真を始めた後も、海外の斬新な構図や技法を目にすると、自らも試み、写真表現の無限の
可能性を実感し、さらに写真にのめり込んでいきます。砂浜や砂丘における群像の演出写真、造型的な風
景、山陰の風土を背景に子どもたちを描いた〈童暦〉、10年以上雑誌に連載された〈小さい伝記〉、ヨーロ
ッパで撮影された〈音のない記憶〉、砂丘でのファッション写真など、70年にもおよぶ写歴において、常に新
鮮な眼差しで被写体と向かい合い、自身の写真表現を真摯に求め続けた姿勢は、まさに「実験精神」に
溢れ、植田の表現を特徴づける重要な要素と言えるでしょう。
　今回の展示では、植田のさまざまな「実験精神」をたどりながら、初期から晩年に至る足跡を振り返りま
す。立ち止まることをせず、常に新しい何かを求め続けたその姿勢は、わたしたちに大切なメッセージを遺
してくれているように思えてなりません。

ご来館の際には、広報ほうき５月号裏表紙に掲載しています、町民無料招待券をご利用ください。

植田正治の
「実験精神」

4月2 7日（土）―６月3 0日（日）開催中
シリーズ＜幻視遊間＞より1987－92年


